
 

 

 

 

 

今年度のとみさと協働塾は，「地域づくりスキルアップ講座」として，団体運営に必

要なスキルの習得と，塾生同士のつながりづくりを目的とし，まちづくりコーディネ

ーターの中村正明氏を塾長にお招きして５回の連続講座で実施します。  

 

第２回とみさと協働塾は？  

平成２８年１０月２０日（木）に「会議のポイント～ファシリテーション，ワークシ

ョップ等～」をテーマに開催しました。  

 

☆講義☆  

「会議のポイント～ファシリテーション，ワークショップ等～」  

中村塾長よりテーマについてお話いただきました。  

 ・「ファシリテーション」とは，会議，ミーティング等の場で，発言や参加を促し

たり，話の流れを整理したり，参加者の認識の一致を確認したりする行為で介入

し，合意形成や相互理解をサポートすることにより，組織や参加者の活性化，協

働を促進させるリーダーが持つ能力のひとつです。  

  ファシリテーションの四つのスキルとして，「場づくりのスキル」「コミュニケー

ションのスキル」「論理的な議論のスキル」「合意形成のスキル」が挙げられます。  

 ・「ファシリテーターの役割」には，段取りやプログラムの進行といった外面的な

プロセスと，メンバーの頭や心の中にある内面的なプロセスがある。この二つの

プロセスに関わり，人と人との相互作用を促進していかなければなりません。  

 ・「ワークショップ」とは，学びや創造，問題解決やトレーニングの手法で，参加

者が自発的に作業や発言をおこなえる環境が整った場所において，ファシリテー

ターを中心に参加者全員が体験するものとして運営される形態のことで，講義で

は，次の四つの方法を学びました。  

１．「アイスブレイク」とは，初対面の人同士が出会う時に，緊張をほぐしたり

和ませたりすることで，コミュニケーションを取りやすい雰囲気を作ること。 

  ２．「ブレインストーミング」とは，参加者が自由に意見を述べることで，新た

なアイデアを生み出すための方法。  

ブレインストーミングの４原則として，「批判をしない」「自由な発想」「質

より量」「連想と結合」が挙げられます。  
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  ３．「 KＪ法」とは，ブレインストーミング等でカード化された多くの意見・ア

イデアをグループ化し，論理的に整序して問題解決の道筋を明らかにしてい

くための手法。  

  ４．「ワールドカフェ」とは，与えられたテーマについて数人のグループに分か

れてホストを 1 人決めて議論し，次にホスト以外は他のテーブルに移動し

て，そこのテーブルホストから前のグループでの議論の概要を聞き，さらに

議論を深めていくことを繰り返した後に，各テーブルホストがまとめの報告

を全員にする方法。  

講義の様子  

   

 

☆グループワーク☆  

 今年度のとみさと協働塾では，「人材育成によるまちづくり」を共通のテーマとし

て，各回のグループワークで話し合いを重ねていきます。  

 今回は，課題解決のために「協働が推進されない理由」について２グループに分か

れて意見を出し合い，最後に各グループで話し合った内容を発表し，全員で情報共有

しました。意見として，「少子高齢化」「プライバシーや人間関係・つながりの変化」

などが挙げられました。  

グループワークの様子  

   

  

 



 

今回のとみさと協働塾では，「会議のポイント～ファシリテーション，ワークシ

ョップ等～」をテーマとして，ファシリテーションやワークショップに関すること

や，合意形成を導くためのスムーズな会議の運営につながる様々な方法等について

学びました。  

塾生の皆さんからは，これまでの会議では声の大きい人の意見に引っ張られて上

手く運営できないことがあったが，ファシリテーションを学んだことで，話の流れ

や雰囲気づくりを工夫して，自然に導きたい方向へ進められるのではといった感想

がありました。  

市民活動を実践していく上で，様々な会議を経験することになります。ファシリ

テーションやワークショップの知識を活かしたスムーズな会議運営を目指すため，

実践を重ねていくことが大切だと感じました。  


